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平成２８年度第１２回十和田市農業委員会総会 

 

 

１．場 所    十和田市役所議会会議室 

 

 

２．開会日時    平成２９年３月１７日（金） 午後２時０２分 

 

 

３．閉会日時    平成２９年３月１７日（金） 午後２時４５分 

 

 

４．出 席 委 員（２２名） 

 

１番  箕 輪 展 忠 君    ２番  沢 目 喜代人 君 

４番  竹 浦 寿 広 君    ５番  竹ケ原 重 義 君 

６番  漆 畑 敏 男 君    ８番  畠 山 新 市 君 

９番  中野渡   稔 君   １０番  赤 崎 和 夫 君 

１１番  北 上   稔 君   １２番  國 分 弘 志 君 

１３番  甲 田   稔 君   １４番  豊 川 洋 人 君 

１５番  古  成 光 君   １６番  小 川 正 孝 君 

１７番  新屋敷 より子 君   １８番  杉 山 秀 明 君 

１９番  力 石 堅太郎 君   ２１番  山 崎 誠 一 君 

２３番  畑 山 喜太郎 君   ２５番  下久保 トキ子 君 

２６番  野 崎 さち子 君   ２７番  中 野   均 君 

 

 

５．欠 席 委 員（４名） 

 

７番  宮 本 正 志 君   ２０番  米 田 一 典 君 

２２番  佐々木 君 信 君   ２４番  漆 坂 政 行 君 

 

 

６．欠員(１名) 

 

３番 

 

 

７．会議に付した案件 
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報告第５９号  農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について 

報告第６０号  農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理について 

報告第６１号  農地の転用事実に関する照会について 

報告第６２号  農地等の現況について（裁判所） 

報告第６３号  農地利用配分計画の認可について 

議案第７２号  農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可について 

議案第７３号  競売買受適格者の証明について 

議案第７４号  十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請について 

議案第７５号  十和田市農用地利用集積計画の決定について 

議案第７６号  農地法第４条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について 

議案第７７号  農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について 

議案第７８号  平成２９年度十和田市農業委員会事業計画について 

 

 

８．議事録署名委員 

 

２１番  山 崎 誠 一 君   ２３番  畑 山 喜太郎 君 

 

 

９．会議事件の説明及び職務のため出席した職員 

   事 務 局 長  野 田 健 治    事 務 局 次 長  市 澤 新 吾 

   事務局振興係長  力 石 浩 暢    事務局農地係長  越 田   守 

   事務局主任主査  山 﨑 和 也    事務局主任主査  野 月 明 久 

事 務 局 主 事  江 渡 俊 裕 

 

 

１０．書  記 

 

   事務局主任主査  野 月 明 久 
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開会 午後２時０２分 

 

議  長（中野均君）本日の欠席通告者は７番 宮本 正志 委員、２０番 米田 一典 

委員、２２番 佐々木 君信 委員、２４番 漆坂 政行 委員です。出席委員

は定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。ただいまより、平成

２９年３月８日に告示招集いたしました平成２８年度第１２回十和田市農業委員

会総会を開会いたします。 

 

議  長（中野均君）これより本日の会議を開きます。はじめに、議事録署名委員の指名

を行います。お諮りいたします。議事録署名委員は議長において指名することに

ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、議長より指名いたします。 

２１番 山崎 誠一 委員、２３番 畑山 喜太郎 委員を指名いたします。 

 

議  長（中野均君）会議書記には野月明久君を、参与には事務局長以下各職員を任命い

たします。 

 

議  長（中野均君）次に、会期の決定を行います。お諮りいたします。 

総会の会期は本日１日限りとしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、総会の会期は本日１日限りと決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に報告第５９号について事務局から報告いたします。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、１ページをお願いいたします。報告第５９号、農地法

第１８条第６項の規定による通知書の受理について。農地法施行規則第６８条第

１項の規定により、別紙のとおり合意による解約等に係る通知書を受理したので

報告する件でございます。２ページをお願いいたします。今回は１２件で、全て

合意解約によるものです。６０番は３１ページの３４番で基盤法による売買があ

ります。６１番につきましても３２ページの３７番で基盤法による売買がありま

す。６２番につきましても３２ページの３９番で基盤法による売買があります。

６３番の一筆は２１ページの１０４番で３条申請による賃貸借及び残りの一筆は、

今後貸借の予定があります。６４番は今後、農地中間管理機構との貸借を予定し

ているとのことでございます。３ページをお願いいたします。６５番は２１ペー

ジの１０２番と１０３番で３条申請による売買があります。６６番と６７番は自
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ら耕作するものです。この内、６５番と６６番につきましては、農地中間管理機

構との貸借に関する解約であることから経営転換協力金などを受けている場合は

返還等の義務が出てまいります。６５番ですが機構に貸し出した農地の一部の解

約ということで、この場合は経営転換協力金の返還等の要件には該当しておりま

せん。６６番につきましては貸し出した農地の全部の解約ということでございま

すので交付された経営転換協力金の全額を返還することとなります。６８番は今

後貸借を予定しているとのことです。６９番は貸借を申請しており、次回の総会

案件となっております。４ページをお願いいたします。７０番と７１番は今後、

貸借を予定しているとのことです。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第５９号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第６０号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）５ページをお願いいたします。報告第６０号、農地法第３条の

３第１項の規定による届出書の受理について。農地法施行規則第２１条の規定

により、別紙のとおり相続等による権利取得の届出書を受理したので報告する

件でございます。６ページから１３ページになります。今回は２５件で全て相

続によるものです。なお、今回は１件のあっせん希望がございます。まず６ペ

ージでございますが、１２６番は一部は貸借中、その他は自ら耕作するもので

す。１２７番は一部に被相続人が住宅建築のため農地転用許可を受け目的の用

に供しており現況宅地となっておりますが、地目変更登記をしないまま相続し

たものでございます。その他は自ら耕作するものです。７ページです。１２８

番と１３１番は自ら耕作するものです。１２９番と１３２番は一部は貸借中、

その他は自ら耕作するものです。１３０番と１３３番は一部が居宅及び農業用

施設のため、宅地となっておりますが、その他は自ら耕作するものでございま

す。８ページをお願いいたします。１３４番と１３６番は自ら耕作するもので

す。１３５番は親戚が耕作します。なお、１３５番と１３６番の被相続人は同

一人となっております。９ページでございます。１３７番から１３９番は一部

は貸借中、その他は自ら耕作するものです。なお、１３８番は一部が宅地とな

っております。また、１３９番はあっせんを希望しておりますので貸借等希望

のリストに掲載のうえ、今後、譲受人もしくは借受人をあっせんしてまいりま

す。１４０番は農地として管理されておりますが、今後売却を予定していると

いうことでございます。１０ページをお願いいたします。１４１番は自ら耕作

するものです。１４２番は一部が農業用施設のため宅地となっておりますが、

その他は自ら耕作するものです。１４３番は貸借中でございます。１１ページ
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でございます。１４４番と１４５番は一部は貸借中、その他は自ら耕作するも

のです。１４６番は親戚が耕作をしており、一部は貸借中となっております。

なお、１４５番と１４６番の被相続人は同一人でございます。１４７番は次の

１２ページにわたりますが、一部は農業用施設のため宅地、また一部が公衆用

道路となっておりますが、その他は自ら耕作するものでございます。１２ペー

ジでございます。１４８番は自ら耕作するものです。１４９番は貸借中となっ

ております。１３ページでございます。１５０番は自ら耕作するものです。な

お、相続を受けた農地の一部が農地以外の用途になっているものについては、

この後、分筆及び地目変更登記を指導してまいります。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第６０号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第６１号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）１４ページをお願いいたします。報告第６１号、農地の転用事

実に関する照会について。青森地方法務局十和田支局から別紙土地の現況につ

いて照会があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので

報告する件でございます。１５ページをお願いいたします。今回の照会件数は

３件６筆で、現地調査は３月８日に実施し、法務局への回答は３月１０日に行

っております。４０番の場所ですが国道４号を北に進み、ＪＡ十和田おいらせ

大深内支店を過ぎた洞内小学校に向かうところの交差点を西に約１６０メート

ルほど進んだ地点の道路北側になります。申請地には５０年ほど前に建築した

住宅がはみ出して建てられており、この部分について分筆登記を行い、非農地

と回答しております。４１番は国道４号を北に進み池ノ平にある日本ニューホ

ランド株式会社十和田営業所の交差点を東に向かい、早坂集落のあかまつ園入

口からさらに東に約２３０メートル進んだところから北に８０メートル進んだ

道路の西側になります。①と②には昭和３９年に建築し、昭和４７年に増築し

た住宅、③には農業用倉庫が２棟建っております。④は通路の一部となってい

るということでございます。いずれも建物の敷地または通路となっているとい

うことから現況に合わせて分筆登記を行い、非農地と回答しております。４２

番は国道１０２号を十和田湖方面に向かい、広瀬橋を渡って１２０メートルほ

ど進んだ地点から東に２６０メートル進んだ道路の南側でＥＭの里から西へ１

００メートルの場所でございます。この申請地は住宅と一体的に庭木の植栽や

池など庭として使われており、庭木の樹高等から相当長期間、庭の状態にある

と推定されることから非農地と回答しております。以上でございます。 
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議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第６１号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第６２号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）１６ページをお願いいたします。報告第６２号、農地等の現況

について、裁判所。青森地方裁判所八戸支部から別紙土地の現況について照会

があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので報告する

件でございます。１７ページでございます。今回の照会件数は１件１筆で、現

地調査は３月８日に実施し、裁判所への回答は３月１０日に行っております。

６番は、旧国道４号を市内から七戸方面に進行し青森ダイハツモータース十和

田店を過ぎたところの道路を東に道なりに約５００メートル進んだ地点の道路

の西側になります。照会対象地は農作物等の作付はされておらず、一面に雑草

が生え、一部には低木が生えるなど耕作がされていない状況ではございますが、

草刈りや伐採、抜根等により耕地への回復は十分可能であり農地性はあると判

断されることから農地と回答しております。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第６２号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第６３号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）１８ページでございます。報告第６３号、農用地利用配分計画

の認可について。農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項の規定

に基づき、農用地利用配分計画の認可について、別紙のとおり青森県知事から

通知があったので報告する件でございます。今回の報告案件は平成２８年１２

月１５日開催の平成２８年度第９回総会議案第５０号で農用地利用集積計画の

決定の承認をされたものについて、平成２９年２月２４日付で県知事から配分

計画の認可があったものでございます。利用権を設定する者は中間管理機構で

ある公益社団法人あおもり農林業支援センターでございます。１９ページでご

ざいますが、使用貸借による権利が１件３筆で５，２１１平方メートルとなっ

ております。１２番は利用権の設定期間は１０年間となっており、同一字の２

筆については、その所有者に対し耕作者集積協力金が交付されるということに

なっております。以上でございます。 
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議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第６３号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）ここからは議案に入ります。今月担当した農用地利用調査班は第２

班で、調査員は竹ケ原班長、杉山委員、力石委員の３名です。３月８日に現地調

査及び市役所新館４階会議室での聴取調査を行っております。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時１５分 

 

(        委員、       委員、       委員 退席 ) 

 

再開 午後２時１６分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）次に議案第７２号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２０ページでございます。議案第７２号、農地法第３条第１項

の規定に基づく農業委員会の許可について。農地法施行令第１条の規定により、

別紙のとおり許可申請書の提出があったので審議を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査と聴取調査の結果について報告願います。

５番 竹ケ原 重義 委員、お願いします。 

 

報告委員（竹ケ原重義君）それでは、第３条の許可に関する報告をいたします。今回の３

条申請は４０件で、うち所有権移転が１０件、賃借権設定が２９件、使用貸借に

よる権利の設定が１件です。まず、所有権移転ですが、申請のあった１０件のう

ち、申請番号９９番から１０４番までは売買で、９９番は労力不足、１００番か

ら１０４番までは相手方要望によるものです。申請番号１０５番から１０８番は

贈与で、１０５番は同一世帯の親から子へ、１０６番から１０８番はそれぞれ親

戚へ贈与するものです。次に賃貸借及び使用貸借についてですが、２３ページの

１０４番から２６ページの１３０番までは労力不足により、１３１番と１３２番

は相手方要望により、それぞれ賃貸借するものです。２７ページの申請番号１３



 

- 8 - 

 

３番は使用貸借による権利の設定で、親から子へ経営移譲するものです。以上に

ついて、現地確認と写真での確認の結果、申請地はすべて農地として管理されて

おり、また、申請書は適当と認められますので、委員の皆様の審議をお願い申し

上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）竹ケ原委員、ご苦労様でした。事務局から提出議案の内容を説明い

たします。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、調査委員報告の内容について補足的な説明をさせてい

ただきます。２１ページでございますが、１０２番と１０３番でございます。譲

渡人が同一人で３ページの６５番で解約したものでございます。１０４番は２ペ

ージの６３番で解約したものでございます。２３ページをお願いいたします。１

０４番と１０５番の貸人は同一人となっております。１０６番から１０９番まで

の４件につきましては借人が同一人となっております。１１１番は基盤強化法で

の貸付期限到来により再設定をするものでございます。２４ページをお願いいた

します。１１４番と１１５番は借人が同一人となっております。１１６番と１１

７番につきましても同じく借人が同一人となっております。２５ページでござい

ます。１２３番は基盤強化法での貸付期限到来により再設定をするものでござい

ます。２６ページをお願いいたします。１２８番と１２９番は借人が同一人とな

っております。所有権移転の９９番から１０８番まで及び貸借の１０４番から１

３３番までの農地法第３条第２項各号の判断につきましては、お手元の調査書の

とおりで該当しないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。以上でご

ざいます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可する

ことにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第７２号は許可することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時２０分 
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(        委員、       委員、       委員 着席 ) 

 

再開 午後２時２２分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）次に議案第７３号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２８ページをお願いいたします。議案第７３号、競売買受適格

者の証明について。農地法第３条の適用を受ける土地について、別紙のとおり

農地等の買受適格証明願いの提出があったので、審議を求める。なお、当該適

格者が最高価買受申出人等となり、農地法第３条第１項の規定に基づく許可申

請書を提出したときは、証明書の交付時と事情が異なる場合を除き許可するも

のとする件でございます。２９ページでございます。今回証明願いのあった農

地は平成２７年８月１２日に裁判所に農地回答しており、８月２１日開催の平

成２７年度第５回総会で報告したもので、平成２９年１月１９日に競売の公告

がされております。入札期間は平成２９年３月９日から３月１６日、開札期日

は３月２２日、売却決定期日は３月２９日となっております。なお特別売却は

３月２３日から２４日となっております。したがいまして、本日の総会時点で

すでに入札期間を過ぎておりますので、特別売却による入札となるものでござ

います。経営拡張のため買受を希望するものでございます。農地法第３条第２

項各号の判断につきましては、お手元の調査書のとおりで該当しないため、許

可要件の全てを満たしていると考えます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時２３分 

 

( 事務局から競売に係る土地の所有者及び売却基準価格についての説明をする。 ) 

 

再開 午後２時２４分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する
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ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第７３号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第７４号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）３０ページをお願いいたします。議案第７４号、十和田市農用

地利用集積計画の作成に係る要請について。農業経営基盤強化促進法第１５条

第４項の規定により、十和田市長に対して別紙のとおり農用地利用集積計画を

定めるよう要請することの承認を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）農用地利用調整会議の結果について報告願います。１９番 力石 

堅太郎 委員、お願いします。 

 

報告委員（力石堅太郎君）それでは、十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請に関

する報告をいたします。３月８日午後に、竹ケ原委員、杉山委員と私の３名で、

会長室において農用地利用調整会議を行い、聴き取り調査を実施しました。あっ

せん件数は所有権移転の６件です。申請地はすべて、農業振興地域内の農用地区

域内農地であり、所有権の移転を受ける者は認定農業者です。申請番号３４番か

ら３９番までの６件は、すべて労力不足により売買するものです。これらの農地

は、所有権の移転を受ける者の経営する農地の近くにあることから、農地の集約

が図られるものと考えます。利用調整委員としては、申請内容及びあっせんにつ

いて適当と認めましたので、その旨を３月８日付で、会長あてに農用地利用調整

会議の調整結果報告として報告しております。以上のことから、委員の皆様の審

議をお願い申し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）力石委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いたし

ます。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、ただいまの調査員報告の内容について、補足的な説

明をさせていただきます。３１ページでございます。３４番と３５番は所有権

の移転を受ける者が同一人となっております。なお、３４番は、２ページの６

０番で解約したものでございます。３２ページをお顔いいたします。３７番は

所有権の移転を受ける者の父親が借人となっていた土地でございますが、２ペ

ージの６１番で解約したうえで所有権移転するというものでございます。３８

番は現在、基盤法での利用権の設定を受けている者が所有権の移転の受けるも
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のでございます。３９番は２ページ６２番で解約したものでございます。今回

申請のあった所有権移転６件につきましては調査書のとおりで、農業経営基盤

促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えております。以上でござ

います。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり要請する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第７４号は要請することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第７５号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）３３ページでございます。議案第７５号、十和田市農用地利用

集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基

づく農地中間管理機構に係る農用地利用集積計画の作成について、別紙のとお

り十和田市長から依頼があったので、農業委員会の意見を求める件でございま

す。３４ページから３９ページになります。賃借権が２０件５８筆、１８０，

８６２平方メートルとなっております。農地中間管理機構である公益社団法人

あおもり農林業支援センターへ利用権設定をするもので、設定期間は全て１０

年間となっております。３４ページの４４番は経営転換協力金の対象となって

おります。４５番と４６番の利用権を設定する者は、この後４０ページの２６

番と同一人で経営転換協力金の対象となっております。３５ページでございま

す。４７番は協力金の対象となっていないものでございます。４８番は耕作者

集積協力金、４９番と５０番はそれぞれ経営転換協力金の対象となっておりま

す。３６ページをお願いいたします。５１番と５３番はそれぞれ経営転換協力

金、５２番は耕作者集積協力金の対象となっております。３７ページでござい

ますが、５４番と５５番の利用権を設定する者は４０ページの２７番と同一人

で経営転換協力金の対象となっております。５６番と５７番の利用権を設定す

る者は同一人で５７番は耕作者集積協力金の対象となっております。３８ペー

ジをお願いいたします。５８番から６１番までの４件につきましては利用権を

設定する者は同一人で、耕作者集積協力金の対象となっております。３９ペー

ジでございますが、６２番及び６３番は耕作者集積協力金の対象となっており
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ます。４０ページをお願いいたします。使用貸借による権利でございます。使

用貸借による権利が３件８筆、１４，８２２平方メートルとなっております。

設定期間は全て１０年間でございます。２６番の利用権設定をする者は３４ペ

ージの４５番、４６番と同一人です。２７番の利用権設定をする者は３７ペー

ジの５４番、５５番と同一人です。なお、２８番は耕作者集積協力金の対象と

なっております。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認とす

ることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第７５号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第７６号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）４１ページをお願いいたします。議案第７６号、農地法第４条

第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第４条第２項

の規定により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、県知事に送付す

るための意見を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査及び聴き取り調査の結果について報告願い

ます。１８番 杉山 秀明 委員、お願いします。 

 

報告委員（杉山秀明君）それでは、第４条の農地転用に関する報告をいたします。第４条

の農地転用は、今月は申請番号１５番の１件です。転用事由は、自己住宅の建築

で、自己所有地に平屋の住宅を建築するものです。農地区分につきましては、都

市計画法の用途地域内であり、第３種農地に該当します。以上、現地調査と聴き

取り調査の結果、申請地は、農地転用の要件を満たしており、また申請内容に対

して適当と認められますので、委員の皆様の審議をお願い申し上げ、報告といた

します。 

 

議  長（中野均君）杉山委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いたし

ます。 
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事務局長（野田健治君）それでは、申請地の場所のご説明をしたいと思います。１５番

の場所は三本木高校正門から東に進み、旧国道４号を横断したところの最初の

交差点にあるしんクリニックの北側道路をさらに東へ２００メートル進み、東

奥日報大柳新聞店のある交差点を南に４００メートル進んだ道路に西側でござ

います。申請地に自己住宅を建築するものでございます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相当

とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第７６号は許可相当とすること

に決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第７７号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）４３ページでございます。議案第７７号、農地法第５条第１項

の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第５条第３項の規定

により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、県知事に送付するため

の意見を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査及び聴き取り調査の結果について報告願い

ます。１８番 杉山 秀明 委員、お願いします。 

 

報告委員（杉山秀明君）それでは、第５条の農地転用に関する報告をいたします。第５条

の農地転用は、今月は申請番号６０番の１件です。転用事由は、貸駐車場の整備

です。譲受人が経営する会社の駐車場が手狭であることから、会社の隣接地を買

い受けて駐車場とし、会社へ貸し付けるものです。聴き取り調査を行ったところ、

雨水は自然浸透により処理するとのことでしたが、大雨が降った時などに水があ

ふれ、付近の農地に被害を及ぼす恐れがあることから、計画の見直しを指導しま

した。その後、敷地内に側溝と浸透桝を敷設するとの回答がありましたので、被

害は発生しないものと考えます。農地区分につきましては、農用地区域内にある

農地以外の農地であり、いずれの要件にも該当しない農地として、第２種農地の

その他の農地に該当します。以上、現地調査と聴き取り調査の結果、申請地は、



 

- 14 - 

 

農地転用の要件を満たしており、また申請内容に対して適当と認められますので、

委員の皆様の審議をお願い申し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）杉山委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いたし

ます。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、申請地の場所についてご説明をいたします。６０番の

場所は国道４号を洞内方面から南に進み、国道４号バイパスへ分岐する交差点の

東側にある株式会社プラスオートの東側隣接地になります。農地を買受けて隣接

する自動車整備会社への貸駐車場を整備するものでございます。以上でございま

す。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相当

とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第７７号は許可相当とすること

に決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第７８号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）４５ページでございます。議案第７８号、平成２９年度十和田

市農業委員会事業計画について。このことについて、別紙のとおり平成２９年

度十和田市農業委員会事業計画を定めたいので、承認を求める件でございます。

４６ページをお願いいたします。基本方針については全文を読み上げ後、事業

計画につきましては掻い摘んでご説明をいたします。平成２９年度十和田市農

業委員会事業計画案。基本方針。政府は、平成２８年１１月２９日に農林水産

業・地域の活力創造本部を開催し、農林水産業・地域の活力創造プラン改訂に

ついて、農林水産業の輸出力強化戦略を１年前倒しで実施するとともに、更な

る農業の競争力強化のためのプログラムを追加し、この中で生産資材価格形成

の仕組みの見直しや流通加工の業界構造の確立など、１３項目に亘る事項に取

り組むこととしました。また、平成２８年４月１日に改正農業委員会法が施行

され、農業委員会は、農地等の利用の最適化、担い手への農地の集積・集約化、

遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進の推進に取り組む体制が強化され
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ることとなり、当農業委員会においても平成２９年７月２０日から新しい農業

委員会体制のもとで活動が始まることとなります。こうした歴史的な制度改正

のもと、大きく農業構造が変革していく中で、将来にわたって安全・安心で安

定的な食糧供給を行うためには、国土・環境保全の基盤である農地を守り、地

域農業を牽引する優れた経営感覚を備えた担い手の育成・支援による人材力強

化を進めていくことが喫緊の課題となっています。農山漁村を取り巻く環境は、

担い手の減少や高齢化・遊休農地の増加など、農業構造が大きく変動する中で、

農地台帳の法定化とともに農地情報をインターネット上で公開する農地ナビの

活用により、農地中間管理機構の業務への積極的な関与を含めた事務・事業を

円滑かつ適正に推進していく事が求められており、今後とも農業委員会の担う

役割は更に重要度を増しております。こうしたことから当農業委員会は、農業

者の公的代表機関として、農業情勢を的確に把握しながら、農業・農村が抱え

る課題の解消や農業推進に向けて積極的に取り組み、新たな制度に対応するた

め、次のとおり事業計画を定めます。事業計画につきましては８項目にわたっ

ております。まず１の農業委員会の活動強化・体制整備と適正な事務の執行及

び２の農地台帳の適正管理と情報の整備に努めることに関しましては、昨年と

同様でございます。４７ページをお願いいたします。３の農地等の利用の最適

化の推進につきましては、改正農業委員会法で必須業務として法定されたこと

から、新たな計画として加えたものでございます。農業委員と農地利用最適化

推進委員が連携し、担当区域ごとの活動を通じて農地等の利用の最適化の推進

に努めることとし、次の３点を掲げております。まず、（１）農地利用最適化

推進委員の委嘱。（２）農地利用の最適化の推進に関する指針の作成・変更。

（３）農業委員と農地利用最適化推進委員との連絡会議等の開催でございます。

まず、（１）の農地利用最適化推進委員の委嘱につきましては、７月２０日以

降の新たな農業委員会体制におきまして、募集等から選考された推進委員、定

数は１４人でございますが、その推進委員につきまして総会の承認を経て、委

嘱をするということになっております。また、（２）につきましては、農業委

員会として最適化の推進に関して、具体的に現状と実態を把握したうえでどの

くらいを目指していくのか、また、その具体的な推進方法はどうするのかなど

を担い手への農地集積集約化や遊休農地の発生防止・解消、また新規参入の促

進について定めた指針の作成が法律で義務付けられております。（３）につき

ましては、新たに推進委員が加わることで農地の集積や遊休農地に関すること

などの業務などがより一層、具体的に進んでいくものと思いますが、あくまで

も農業委員と一体的に進めていかなくてはならないことから、連携を密にしな

がら情報の共有を図っていくのが重要になります。したがって、そうした連絡

会議的な場を設定していくことを想定しております。例えば農業委員、推進委

員の共通する業務に関する勉強会の開催、また遊休農地パトロールに関する現

状把握と一体的な現地調査の実施、また最適化に関する業務についての意見交

換や協議会など、一堂に会して情報共有する場を年数回、設定していくもので

ございます。また推進委員は総会の求めに応じるかたちでの出席や、自らが総
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会で意見を述べることができることから、そうした機会を含めて連携を図って

いくことが必要と考えております。以上が３の新たな計画についての説明でご

ざいます。一方、４の遊休農地の解消と農地の確保・有効利用につきましては、

変更はございません。次の５の担い手の確保・育成と農地の利用集積や経営確

立の支援につきましては、農地等の最適化に関して、（４）の新規参入の支援

活動を新たに加えております。これは新規就農者やまた農地所有適格法人など

の新規参入により、担い手の確保や農地集積につなげていくというものでござ

います。それ以外は昨年と同様でございます。６の地域における意見集約や集

落内の話し合い活動の展開、つぎの４８ページの７の情報提供・広報活動の強

化及び８の農政・研修活動の実施につきましては、これまでどおり実施してま

いりたいと考えております。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第７８号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）以上で今総会に付議されました議事は全て終了いたしました。これ

をもちまして、平成２８年度第１２回十和田市農業委員会総会を閉会いたします。

ありがとうございました。 

 

 

閉会 午後２時４５分
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